
曜日 金

時限 2

週 授業形態 小テスト・中間テスト・定期試験

1 登校

2 登校

3 登校

4 登校

5 登校 小テスト１０点

6 登校

7 登校 中間テスト２０点

8 登校

9 登校

10 登校

11 登校

12 登校 小テスト１０点

13 登校

14 登校 定期テスト５０点

15 登校 この他に授業参加態度等１０点評価する

中間テスト（国家試験関連問題の【人体の構造および機能】の項目）

1 開講区分 1セメスター（前期）

【人体の構造および機能】の呼吸器系、消化器系について、理解し解答できるようになる

【人体の構造および機能】の泌尿器系、内分泌系について、理解し解答できるようになる

国家試験問題を通して【人体の構造および機能】の項目について、理解し解答できるようになる

美容師科
授業
形態

講義
単位
時間

保健Ⅰ
必修
選択

必修 年次

【皮膚科学】の皮膚構造について、理解し解答できるようになる

【皮膚科学】の皮膚付属器官について、理解し解答できるようになる

【皮膚科学】の皮膚の生理機能について、理解し解答できるようになる

【皮膚科学】の皮膚の保護と手入れについて、理解し解答できるようになる

　【使用教科書・教材・参考書】　 

フィードバック

【皮膚科学】の皮膚の病気について、理解し解答できるようになる

国家試験問題の【皮膚科学】の項目について、理解し解答できるようになる

定期試験（国家試験関連問題の【人体の構造および機能】、【皮膚科学】の項目）

保健教科書・筆記用具・ノート

準備学習
時間外学習

準　　　　　備：教科書に目を通す
時間外学習：授業のノート整理、項目の復習、過去問題の練習

評価方法 　小テスト２０点、中間テスト２０点、定期テスト５０点、授業態度１０点

受講生への
メッセージ
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【人体の構造および機能】の感覚器系、循環器系について、理解し解答できるようになる

教員 辻　幸恵
【教員実務

経験】
2014年　看護師国家資格取得。急性期外科病棟、総合医療セン
ター、内科医院にて勤務経験有

【到達目標】
過去の国家試験および国家試験関連問題の【人体の構造および機能】【皮膚科学】の項目について解答できるようになる

　【授業の学習内容】

【人体の構造および機能】【皮膚科学】の項目について知識を深め、国家試験に解答できるようになります

授業計画・内容

【人体の構造および機能】の人体の各部位の名称、組織の名称、血液成分、骨格について、理解し解答できるようになる

【人体の構造および機能】の筋系、神経系について、理解し解答できるようになる

学科・専攻

科目名


